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暴
力
追
放
、
防
犯
、
交
通
安
全
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
へ
の
決
意
を
新
た
に
す
る
「
養
父
市
民
の
つ
ど
い
」（
養
父

警
察
署
ほ
か
主
催
）
が
　
月
　
日
、
八
鹿
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
市
民
約
３

１１

２５

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
た
め
、
養
父
警
察
署
の
年
末
特
別
警

戒
発
隊
式
と
同
時
開
催
さ
れ
、
第
１
部
で
は
、
防
犯
や
交
通
安
全
活
動
に
功
労

の
あ
っ
た
方
の
表
彰
、
振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
を
紹
介
す
る
寸
劇
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
、「
安
全
で
安
心
な
街
・
養
父
市
を
築
く
た
め
、
交
通
安

全
運
動
の
輪
を
広
げ
、
交
通
モ
ラ
ル
の

高
揚
に
努
め
る
」
な
ど
と
し
た
大
会
宣

言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
年
末
特
別
警
戒

発
隊
式
で
は
、
１
日
警
察
署
長
に
任
命

さ
れ
た
八
鹿
幼
稚
園
の
浜
村
恭
季

ち
ゃ
ん
と
才
木
真
穂
ち
ゃ
ん
か
ら
激

励
を
受
け
た
警
察
署
員
ら
が
、
白
バ
イ

や
消
防
車
な
ど
で
市
内
の
パ
ト
ロ
ー

ル
に
出
発
し
ま
し
た
。

防
犯
・
交
通
安
全
の
誓
い
新
た
に

　
　
月
５
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
「
ニ
ュ
ー
ス
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
発
」
の
公
開

１１
中
継
が
八
鹿
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、　

月
５
日
か
ら
但
馬
地
域
（
八
鹿
局
・
日
高
局
・
和
田
山
局
）
で

１１

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
本
放
送
が
始
ま
っ
た
の
を
機
に
、
同
放
送
の
周
知
と
但

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
市
内
で
公
開
生
中
継

馬
地
域
の
魅
力
を
紹
介
す
る
た
め
に
企

画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
健
康
棒
体
操
「
や
ぶ
か
ら

ぼ
う
た
い
そ
う
」
と
「
赤
米
づ
く
り
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
放
送
さ
れ
、
同

体
操
の
振
り
付
け
を
担
当
し
た
リ
ズ
ム

体
操
教
室
ラ
ビ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
小
松
原

貴
美
子
さ
ん（
八
鹿
町
浅
間
）と
同
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
、
作
詞
・
作
曲
し
た
ア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド「
吉
田
村
」、
赤
米
栽

培
を
さ
れ
て
い
る
小
佐
地
区
の
中
村
区

の
皆
さ
ん
が
出
演
。
会
場
に
集
ま
っ
た

約
　
人
の
観
覧
者
と
一
緒
に
番
組
を
盛

５０
り
上
げ
ま
し
た
。

テレビカメラの前でやぶからぼうたいそうを披露する出演者

浅
間
区
環
境
推
進
協
議
会
が

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
優

良
事
例
表
彰
（
知
事
賞
）
を
受
賞

　
浅
間
区
環
境
推
進
協
議
会
は
、
紙
マ
ル
チ
を
使
用
し

た
無
農
薬
栽
培
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、

環
境
に
優
し
い
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」
に
南
但
馬

地
域
で
初
め
て
取
り

組
む
な
ど
、
地
域
の

先
進
的
な
営
農
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
伊
佐
小
学

校
と
連
携
し
、
子
ど

も
達
の
農
業
体
験
や

生
き
物
調
査
を
実
施

す
る
な
ど
学
校
教
育

に
も
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

山
内
貴
子
さ
ん
が
保
育
事
業
従
事
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

▼

１
日
警
察
署
長
と
し
て
発
隊
式
の
指
揮
を
と
る
八
鹿

　
幼
稚
園
の
園
児
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　昭和２７年に兵庫県警に採用されて平成６年に

退職されるまで、地域の安全と住民の生命を守る

ために尽力されました。

　在職中は、主に交通警察の部署に配属され、地

域の中で交通安全の普及および予防活動に取り

組まれました。また、退職後は免許証更新時講習

の講師や民生委員として活動されました。

　守本さんは「家族や地域の方に支えられ今があ

ることをとても感謝しています。地域の方と楽し

みも苦しみも一緒に分かち合った駐在所勤務を

していた当時が最も印象に残っています」と話さ

れました。

　昭和４０年に神戸市消防局に入署。その後、昭

和５３年には養父郡広域事務組合に採用され、昭

和６３年４月には同組合消防司令長、養父郡消防

本部消防長兼消防署長に就任。平成１２年に退職

されるまで、地域住民の生命と財産を守るため消

防防災活動に尽力されるとともに、その知識と経

験をもとに後進の育成にも尽力されました。

　正垣さんは「受章にはとても驚いています。組

合が発足し、広報車１台で活動していた当時が最

も印象に残っています。職員の皆さんや家族の支

えで受章させていただき、とても感謝していま

す」と話されました。

正垣義之さん（大屋町大杉）

瑞宝双光章
元養父郡消防本部消防司令長

守本善明さん（八鹿町八鹿）

瑞宝単光章
元兵庫県警警部補

　
山
内
貴
子
さ
ん
（
大
屋
町
和
田
）
は
、
昭
和
　
年
に

４４

大
屋
町
立
明
延
保
育
所
に
勤
務
さ
れ
、
翌
年
９
月
か
ら

２
年
１
カ
月
間
、
社
会
福
祉
法
人
日
光
学
園
「
日
光
保

育
園
」
に
勤
務
。
そ
の
後
、
昭
和
　
年
か
ら
現
在
ま
で

５５

再
び
日
光
保
育
園
に
勤
務
さ
れ
、
延
べ
　
年
間
に
わ
た

３１

り
熱
心
に
保
育
活
動
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
豊
富
な
保
育
経
験
を
も
と
に
後
輩
保
育
士
の

指
導
に
も
あ
た
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
の
保
育
内
容
の
向

上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
尾
進
さ
ん
が
社
会
福
祉
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
中
尾
進
さ
ん
（
八
鹿
町
高
柳
）
は
、
昭
和
　
年
　
月

５５

１２

に
民
生
委
員
児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
住
民
の

よ
き
相
談
相
手
と
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
養
父
市
八
鹿
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

の
会
長
、
養
父
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会

の
副
会
長
も
務
め
、
他
の
委
員
の
模
範
と
な
っ
て
民
生

委
員
児
童
委
員
と
し
て
の
活
動
を
精
力
的
に
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。


